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ど、とは云っても、どこから手をつければよい

のか分からないんです」

「確かに、ＣＭＭは、それぞれのＫＰＡで満足

なレベルに達するための方法や技術について

は、殆ど何も示していないからね」

「そうなんです．例えば要件管理では、どうい

うことが出来ていれば良いのかは示されている

のだけど、それって、ある程度の水準の要件

（要求仕様）が書かれていることが前提ですよ

ね．そうでないと、変更ばっかりで、今と何も

変わらないもの．でも、要求仕様の抽出の仕

方って、どこにも書いていないし、誰も知らな

い．“上手いな”という要求仕様書だって見た

ことないし」

「そうだね．ＫＰＡを支える技術や方法につい

ては、アセスメントでも、必ずしも問われな

い．その点は、ISO-9000 と似てい

るかもしれない」

　　　　　　　　　◆

「レベル２の認証では、６つのＫＰＡについ

て、有効なプロセスが省かれることなく実施さ

れていればＯＫってこと？」

「ちょっと語弊があるけど、近いかな」

「そうなるとＣＭＭのレベル２の認証とＱＣＤ

の達成能力とは、直接関係ないことにならない

のかな？」

「全部とは言わないが、そういうことが起きる

だろうね．だから、認証を取ることを優先しよ

うすれば、ＱＣＤを無視しても認証は取れてし

まう．ただし、それじゃ組織の実態は、何も変

わらないけどね」

「そうだけど、それって、簡単に認証競争が起

きてしまうじゃない？」

「そう、その危険は十分にあるね．認証を取っ

てからでも、ＣＭＭの意味を理解し、ＱＣＤを

追及してくれるといいんだがね」

「他のソフト会社でも、やっぱり会社のトップ

の人が、“認証”“認証”って騒いでいるよう

ですよ」

　　　　　　　　　◆

「例えば、ＴＲー２４をしっかり読めば、ＣＭ

Ｍとは何なのかが良く分かるはずだよ．皆、Ｔ

Ｒー２５に目が行っているようで、ＴＲー２４

の方は、余り注目されていないようだね」

「ＫＰＡごとに細かくＫＰについて書いている

方はＴＲー２５ですか？」

「そう．５００ページあるのがＴＲー２５で、

９０ページの方がＴＲー２４だよ」

「じゃ、僕もＴＲー２５しか読んでいないや」

「ＳＥＡのサイトには、両方の翻訳があったで

しょう．ＴＲー２４を読まなければＣＭＭを理

解できないし、誤解する危険が高いよ．そうな

ると、認証ビジネスに乗せられてしまう」

コーヒーカップを持ち上げている表

情がさえない．

「ＣＭＭでもISO-9000 のように形

骸化してしまったら、もう打つ手は

無くなるかも知れないよ」

２年振りの台風だったけど、大したことがなく

て良かった．それにしても、今回の台風は、ま

るで、日本列島を測量でもして歩いているよう

だ．店でこんな話をしていたら、「“伊能忠敬

台風”ってのはどう？」と云った客がいたが、

まったくだ．

台風が過ぎた後、湿っぽくて身体が動きにくい

中で、昼の片づけを終えて、夕方の準備に取り

掛かっている．店には、誰もいない．ＢＧＭだ

け流れている．

　　　　　　　　　◆

しばらくして、店のドアが開いた．

「いらっしゃい」

入ってきたのは、３日前にも立ち寄った常連で

ある．

「マスター、今日は」

と言って、カウンターの奥の方に座った．

「今日は早いね．まだ３時半だよ」

「ＣＭＭの講演からの帰りなんです」

「ほ～、お宅のところも、本格的に取り組むの

かな？　ところで、ブレンドでいい？」

彼は、黙って頷いた．

　　　　　　　　　◆

「ところでマスター．日本版ＣＭＭはどうなっ

てるのでしょう？　中間整理案が出た後、何か

公式発表があった？」

「新聞や雑誌で、少しリークされているけど、

正式発表ッて感じではないね」

「ですよね．どうなるンだろう」

「そんなに気掛かりなの？」

「だって、これからは、ＣＭＭの認証を取って

いないと、ソフトの仕事が取れなくなると、上

の方で騒いでいるんですよ．それで、こっちま

で振り回されちゃあうんだよな．ただでさえ、

スケジュールが遅れてると言うのにさ」

「と言うことは、今日はその“振り回された結

果”なのね．困ったもんだね」

「そうなんですよ．何とかして欲しいよ」

「困ったのは、あなたの姿勢のことですよ」

彼は、私の顔を見上げて、きょとんとしてい

る．何も分かっていないようだ．

私は、彼には気付いていない振りをしながら、

コーヒーをカップに注いだ．

「はい、特製ブレンドね」

といって、彼の前に差し出した．ゆっくりと、

コーヒーの湯気が、香りを伴って揺らぎながら

登っていく．いつ見てもいいもんだ．

　　　　　　　　　◆

「もし、日本版ＣＭＭが沙汰止みになったら、

どうするつもりかな？」

と尋ねると、バツの悪そうな顔をして、コー

ヒーを飲んでいる．

「何もしなけりゃ、混乱の現状は何も変わらな

いよ」

と追い打ちをかける．

「そうですけど、でも、よく分からないンで

す．確かに、ＣＭＭの目指すレベルに到達すれ

ば、今の混乱は収まっているのかもしれないけ
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認証ビジネスに振り回されないよう
に、ＴＲー２４を熟読して、ＣＭＭの
本質を理解してください．

「あなた達は、『ＣＭＭの認証取得』という錦

の御旗を渡されていても、じゃ、そのために納

期を大幅に遅らせてもよいとはならないよね．

つまり、ＱＣＤを達成しながら、プロセスの改

善に取り組まなければならないわけね」

「そうなんです．だから何処から手をつければ

良いのか分からなくなってしまうのです」

「一気に“正しいやり方”に乗り換えようとし

ていない？」

やはり、理解不能のようだ．

「レベル２に近い組織であれば、一気にＣＭＭ

で紹介しているＫＰＡに手が届くだろうが、そ

うでない組織では、不十分だけどそこで出来て

いることに手を加えていけばいいんだよ」

「つまり、少しずつ取り組むしかないってこ

と？」

「そう、だから組織の状態によっては、どうし

ても時間が掛かってしまうわけね．３～５年掛

かるのはそのためね」

　　　　　　　　　◆

「少しづつと言っても、実際に要件管理に取り

組もうとすると、要求仕様をうまく抽出して表

現する技術というかスキルが必要ですよね．も

うそこで止まってしまうんですよ」

「しょうがないね．何冊か要求工学に関する文

献が出ていたと思うけど、そうだね、私が昔、

コンサルティングしていたときの資料があるか

ら、それを貸してあげるよ．これで、要求仕様

の抽出方法を研究してごらん」

「えッ本当ですか、ありがとうございます、助

かります」

「あなた達が、日本の製造業を支えてくれない

と困るからね．しっかり研究してよ」

彼は、手帳を出して、明日以降で店に来れる日

を確認していた．

　　　　　　　　　◆

「今、何か要求仕様らしき物を書いているのな

ら、それをよ～く見て、どこをどう変えると、

資料の様な要求仕様に届くか考えてね」

「“改善”ですね」

「最初は、負担に感じるようなら部分だけでも

良いからね」

「全く、要求仕様らしいものを書いていない場

合は、どうすればいいんでしょう？」

「考えてご覧よ」

と言われてまた黙ってしまった．困った人だ．

　　　　　　　　　◆

「本当に、何も書いていないの？　主要な機能

の一覧の様なものも無い？」

「そういうのなら、企画書の中や、プロジェク

トの立ち上げの会議の議事録にあります」

「じゃ、それを抜き出して、行間に仕様を展開

すればいい．『要求書』や『要求仕様書』とい

うものは書いていなくても、実質的に『要求

書』に該当するものは書かれているわけだ．も

ちろん不十分だけどね．でもそこから“改善”

に取り掛かればいい」

しばらく間を置いて、

「なんか、僕らドキュメントの名前に拘ってい

るんですね」

ようやく、自分の頭で考えたな．　　　■
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
し
て
も
、
失
業
し

て
い
る
状
態
に
対
し
て
保
険
が
出
る
よ
う
な

制
度
で
あ
れ
ば
、
結
局
は
社
会
の
負
担
に
成

る
だ
け
で
、
当
人
が
そ
の
状
態
か
ら
抜
け
出

す
た
め
の
手
助
け
に
は
な
ら
な
い
。
社
会
の

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
生
懸
命
に
新

し
い
仕
事
や
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
る
状

態
を
伴
っ
た
と
き
に
、
初
め
て
失
業
保
険
が

出
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
何
も
難
し
い
こ

と
で
は
な
い
の
に
、
こ
れ
す
ら
検
討
さ
れ
て

い
る
様
子
は
な
い
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
ま
た
、
発
生
す
る
失
業
者
を
Ｉ
Ｔ
分
野
へ

振
り
替
え
る
こ
と
で
雇
用
を
確
保
す
る
な
ど

と
寝
言
を
言
っ
て
い
る
が
、
「
Ｉ
Ｔ
産
業
の

担
い
手
」
と
、
単
な
る
「
Ｉ
Ｔ
機
器
の
使
い

手
」
を
混
同
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

数
ヶ
月
の
教
育
で
、
Ｉ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
に
は
成

れ
て
も
、
一
年
ぐ
ら
い
の
教
育
で
、
彼
ら
を

Ｉ
Ｔ
産
業
の
担
い
手
に
仕
立
て
上
げ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
持
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
そ

の
方
面
は
、
む
し
ろ
学
生
を
含
め
た
若
い
人

を
教
育
し
た
方
が
、
は
る
か
に
現
実
的
で
あ

る
。
だ
が
此
処
で
も
、
若
年
層
の
教
育
に
つ

い
て
は
後
回
し
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
二
一
世
紀
に
於
て
も
、
我
が
国
の
産
業
の

基
盤
は
「
製
造
業
」
で
あ
ろ
う
。
だ
が
今

日
、
こ
の
製
造
業
の
空
洞
化
が
進
行
し
て
い

る
。
あ
る
程
度
は
時
代
の
流
れ
で
あ
り
、
避

け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
二
一
世
紀

の
日
本
の
製
造
業
の
姿
の
中
で
、
何
を
捨

て
、
何
を
守
り
、
何
を
創
り
だ
す
か
と
い
う

青
写
真
す
ら
見
え
な
い
。
こ
の
ま
ま
、
貿
易

黒
字
が
減
り
続
け
れ
ば
、
三
〜
一
〇
年
で
黒

字
が
「
ゼ
ロ
」
に
な
る
と
い
う
。
資
源
が
な

く
、
円
が
基
軸
通
貨
で
な
い
状
態
で
は
、
貿

易
が
赤
字
に
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
日

本
の
地
位
を
全
て
捨
て
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
一
方
で
は
、
バ
イ
オ
や
遺
伝
子
、
ナ
ノ
テ

ク
、
環
境
産
業
へ
の
参
入
に
は
、
大
き
な
障

壁
が
あ
り
、
現
段
階
に
お
い
て
的
確
に
そ
れ

ら
が
取
り
除
か
れ
て
は
い
な
い
。
国
の
支
援

が
、
既
存
の
産
業
に
偏
っ
て
い
て
、
こ
の
分

野
で
の
大
学
や
企
業
の
研
究
活
動
も
、
個
別

に
は
光
る
も
の
が
あ
る
の
だ
が
、
大
き
な
う

ね
り
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
そ
し
て
、
国
の
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る

と
き
に
、
道
路
特
定
財
源
が
「
聖
域
」
と
し

て
通
る
よ
う
な
状
態
で
は
、
構
造
改
革
が
成

功
す
る
は
ず
が
無
い
。
多
く
の
国
民
が
、
自

分
た
ち
の
老
後
が
不
安
で
、
消
費
を
押
さ
え

て
い
る
状
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
だ
け

は
、
既
得
権
者
が
群
が
っ
て
い
る
。
ま
る

　
つ
い
に
、
完
全
失
業
率
が
五

％
を
越
え
た
よ
う
だ
。
も
っ
と

も
「
4.9
％
」
と
、
さ
し
て
違
い

は
な
い
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ

が
、
も
と
も
と
我
が
国
の
場

合
、
こ
の
種
の
統
計
デ
ー
タ
の

信
憑
性
が
疑
わ
し
い
。
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
が
未
発
達
の
状
態
で

は
、
い
く
ら
で
も
情
報
操
作
は

で
き
て
し
ま
う
。
社
会
主
義
政

権
で
は
、
情
報
操
作
は
付
き
物

だ
と
す
れ
ば
、
我
が
国
も
決
し

て
例
外
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
実

際
、
こ
れ
ま
で
も
そ
れ
を
や
っ
て
来
た
。

そ
の
こ
と
は
脇
に
置
く
と
し
て
、
こ
の
あ

と
、
小
泉
内
閣
が
「
構
造
改
革
」
を
進
め

れ
ば
、
間
違
い
な
く
失
業
者
が
増
え
る
。

ま
さ
に
一
〇
年
前
に
旧
ソ
連
の
構
造
改
革

で
起
き
た
混
乱
が
、
こ
れ
か
ら
我
が
国
で

始
ま
る
。
そ
も
そ
も
「
目
標
」
も
不
明
確

だ
し
、
「
目
標
」
を
達
成
す
る
よ
う
に
英

知
を
結
集
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
か
っ
て
、
旧
ソ
連
の
改
革
開
放
で
西
側

企
業
が
戸
惑
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、
ソ
連

独
自
の
会
計
則
が
あ
っ
た
。
西
側
の
計
算

方
だ
と
大
赤
字
な
の
に
、
彼
ら
の
会
計
で

は
黒
字
に
な
る
た
め
、
ソ
連
の
会
社
と
の

共
同
ビ
ジ
ネ
ス
に
大
き
な
障
害
と
な
っ

た
。
今
は
、
ど
の
よ
う
に
解
消
し
て
い
る

の
か
知
ら
な
い
が
、
こ
の
種
の
習
慣
を
変

え
る
の
は
、
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
実
は
、
我
が
国
の
官
庁
の
会
計
の
仕
組
み

も
、
殆
ど
社
会
主
義
の
仕
組
み
と
同
じ
で
あ

る
と
い
う
。
幾
つ
か
の
地
方
自
治
体
で
、
よ

う
や
く
複
式
簿
記
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た

が
、
中
央
官
庁
で
は
、
ま
だ
ま
だ
実
現
し
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
資
産
は
永
久
に
最
初

の
額
の
ま
ま
で
、
減
価
償
却
と
い
う
発
想
が

無
い
。
人
件
費
を
賄
う
た
め
の
国
債
は
「
赤

字
国
債
」
と
呼
ば
れ
て
、
良
く
な
い
と
さ
れ

て
き
た
の
に
対
し
て
、
橋
や
道
路
や
施
設
な

ど
を
造
る
た
め
に
発
行
す
る
国
債
は
「
建
設

国
債
」
と
い
う
こ
と
で
、
問
題
な
い
と
さ
れ

て
き
た
。
橋
や
施
設
は
国
民
の
財
産
と
し
て

永
く
残
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
も

「
減
価
償
却
」
と
い
う
発
想
が
な
い
と
、
補

修
に
対
す
る
積
み
立
て
も
で
き
ず
、
サ
ー
ビ

ス
の
継
承
に
支
障
を
き
た
す
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
そ
れ
よ
り
も
、
今
回
の
構
造
改
革
で
一
番

問
題
な
の
は
、
目
標
に
対
す
る
計
画
が
稚
拙

な
こ
と
で
あ
る
。
国
民
に
不
安
を
与
え
な
い

よ
う
に
と
、
「
痛
み
」
と
い
う
曖
昧
な
表
現

を
使
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
構
造
改
革
に

伴
う
具
体
的
な
影
響
を
検
討
す
る
動
機
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
対

策
も
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
な
ど
と
い
う

よ
う
に
、
曖
昧
な
も
の
と
成
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
目
標
が
曖
昧
だ
と
、
全
て
こ
う
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
企
業
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ

る
。
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
な
い
よ
う
に
と
、
問

題
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
え
ば
、
結
局
は
対
応

が
遅
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
一
〇
年
を

無
駄
に
し
た
。

音音

で
、
そ
の
「
蜜
」
は
自
分
た
ち
で
分
け
合
う

の
が
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
。

　
一
体
、
田
中
角
栄
の
時
代
に
、
こ
こ
ま
で

自
動
車
が
普
及
す
る
と
思
っ
た
だ
ろ
う
か
。

今
日
、
こ
こ
ま
で
道
路
特
定
財
源
の
税
収
が

膨
ら
ん
だ
以
上
、
そ
れ
を
湯
水
の
ご
と
く
使

う
の
で
は
な
く
、
税
率
を
下
げ
て
利
用
者
に

還
元
す
る
か
、
広
く
再
配
分
す
る
の
が
筋
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
※
　
―
　
※

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
立
派
な
高
速
道
路
だ
け

が
国
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
維

持
す
る
こ
と
も
難
し
い
状
態
に
な
り
か
ね
な

い
。
そ
の
上
、
目
標
の
な
い
「
構
造
改
革
」

で
は
、
出
来
た
地
点
が
「
目
標
」
で
あ
っ
た

と
言
い
出
し
か
ね
な
い
。
　
　
　
　
　
　
■

　
レ
ビ
ュ
ー
技
術
な
ど

を
研
究
し
て
い
る
と
、

我
が
国
に
於
て
は
、
褒

め
る
と
か
、
成
果
物
の

中
に
良
い
所
を
探
す
、

と
い
う
発
想
が
乏
し
い

こ

と

に

気

づ

か

さ

れ

る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
叩
か
れ
て
も
這
い
上
が
っ
て
く
る

方
を
良
し
と
す
る

傾
向
が
あ
る
。
だ

が
、
こ
の
方
法
で

は
多
く
の
場
合
、

負
け
癖
が
つ
い
て

し
ま
う
危
険
性
が

高
く
な
る
。
我
が

国
で
は
、
こ
の
方
法
は
、
「
落
と
す
た

め
の
試
験
」
あ
る
い
は
「
一
握
り
の
優

れ
た
人
を
選
抜
す
る
た
め
の
方
法
」
と

し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
そ
の
結

果
、
学
校
は
荒
廃
し
、
社
会
の
活
力
は

削
が
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
よ
り
も
、
褒
め
て
勝
ち
癖
を
つ

け
た
方
が
よ
い
。
自
分
で
も
で
き
る
と

思
え
ば
、
力
は
出
て
く
る
も
の
だ
。
こ

れ
は
、
動
物
は
も
ち
ろ
ん
、
昆
虫
に
も

当
て
は
ま
る
こ
と
で
、
「
種
の
保
存
」

の
使
命
に
繋
が
っ
た
行
動
な
の
だ
ろ

う
。

　
最
近
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ッ
ツ
に

行
っ
た
新
庄
選
手
の
お
母
さ
ん
の
手
記

が
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ

の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
野

球
に
関
し
て

は
、
褒
め
て

褒
め
て
褒
め

あ
げ
た
と
い

う
。
自
分
の

子
供
の
短
な

る

所

を

忘

れ
、
長
ず
る
と
こ
ろ
を
見
抜
き
、
そ
の

才
能
を
伸
ば
し
て
や
る
こ
と
こ
そ
、
親

や
先
生
と
呼
ば
れ
る
人
の
役
目
で
あ

る
。
親
と
し
て
、
隣
の
子
と
違
う
道
を

進
ま
せ
る
こ
と
に
勇
気
が
要
る
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
人
は
、
そ
れ
で
活
路
を

見
い
だ
す
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
と
信

じ
て
い
る
。

り国破れて道路あ

「
そ
の
長
ず
る
所
を
尊
び
、

　
そ
の
短
な
る
と
こ
ろ
を
忘
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
孫
権
）

言
今 月 の

一


